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　【社会的活動】

通信教育部担当科目
・データ処理論（スクーリング）
・環境論Ⅰ（テキスト）

・表現技法Ⅰ（前期）
・情報基礎・倫理（前期・後期）
・コンピュータ概論（前期・後期）
・パソコン操作Ⅰ（前期）
・パソコン操作Ⅱ（前期・後期）

学部担当科目

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

情報処理センター所員、教養部主題科目主任
ネットワーク委員、情報処理センター運営委員、ホームページ委員、情報教育検討委員、図書館
委員、教養部人事委員、教養部自己点検・自己評価委員
グランドスキーチーム顧問

　【研究上の特記事項】

熱場の量子論の相構造・相転移構造の研究

情報処理センター主催の学生向けｅメール、ワープロ、パワーポイント講習会の講師を担当

情報処理センター公開講座（パソコン入門講座）の講師を担当

素粒子理論
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① 奈良大生のための表現
技法

共著

① 硬熱ループDyson-
Schwinger方程式による
QED相転移現象の数値
解析の改善
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（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

①

（その他）

レポート作成やプレゼン準備のために
インターネットを活用し調べる方法や注
意すべきことについて解説した。

（学会発表）

①

QED相転移現象を硬熱ループDyson-
Schwinger方程式による数値解析を改
善して分析した。これまでより高い計算
精度での臨界指数やゲージ依存性に
ついての結果を報告した。 （p.61～
p.73）


